










































『学校経営研究』第 31巻 2006 
ら、上記の動向に対する本特集の態度はアンビバレントである。また、本研究会の多くのメンバー
が上記の動向に主体的に関わってきたのであるから、本特集はリフレクティブな性格をもってもい
る。そのため、問題の解決よりも問題の提起という性格をもたざるを得ないであろうと思う。
また、本巻には、「学校現場の問題Jで岡山大学大学院におけるスクールリーダー養成について佐
藤会員が、 f研究ノートJで学校経営に関わる最近の言説について稲垣会員が、「書評」で小野由美
子他『学校経営研究における臨床的アプローチの構築』について佐野会員が、それぞれ執筆してい
る。これらも実質的には特集の一環であると理解していただきたい。 f学校経営研究の実践的有用
性Jが求められたり関われたりする場面が、それだけ多くなっているということである。
これまで学校経営研究については実践に対する役立たなさが批判されることが多かったが、最近
では役立つことを強く求められるだけでなく、様々な場で役立つこと、役立っていることが自他と
もに認知されてきたといえよう。そのような時期に、学校経営研究は実践に対してどのように役立
ちうるのか、どのように役立つべきなのかを検討することは、研究の発展及び研究と実践の関係構
築にとって不可欠なことだと考える。
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